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１．本書の意義と特徴

　本書は、筆者の博士論文「聴覚障害と精神障

害を併せ持つ人への支援の概念モデルの構築－

支援における複合的交互作用現象－」を中心

に、修士論文「聴覚障害と精神障害を併せ持つ

人へのソーシャルワーク実践」の一部を加え、

修正してまとめたものである。

　これまで聴覚障害と精神障害をあわせもつ人

の支援の困難性が声高に叫ばれながら、真正面

からこの問題に取り組んだ研究書はほとんどな

かった。このことが本書の最大の特徴であり、

貢献でもある。社会福祉学は実践の学であるの

で、クライエント等の問題解決につなげること

が求められることは言うまでもない。本書もそ

の意味で実践の学を追求したもので、現場の精

神保健福祉士に役立つ（useful）ものになって

いる。

　聴覚障害と精神障害をあわせもつＡさんとの

約半年間の支援過程が、本書を執筆するになっ

たというのが筆者の私的動機である（このＡさ

んの事例を坪上援助関係論で整理することも可

能だろうが、ここでは深入りしないこととす

る）。この私的動機に加え、本書を執筆する客

観的な動機も先行研究レビューから明確にして

おり、実践を踏まえた研究となっている。

２．本書の構成と成果

　序章では筆者の実践事例を紹介した上で本書
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の射程を示し、第１章では精神障害と聴覚障害

をあわせもつ人の支援等に関する先行研究を概

観している。

　第２章では、関連文献を内容分析法による分

析を行い、支援者がどのような困難さを抱えて

いるのかを抽出し、困難性の内容と構造につい

て明らかにしている。

　第３章では、PSWへのインタビュー調査か

ら、修正版グラウンデッド・セオリー・アプ

ローチ（M-GTA）による分析を行い、支援行

為における対象者理解のプロセスを明らかにし

ている。

　第４章は、第３章の調査結果をもとに、感

覚・知覚、行動、認識、システムという４つの

視点から考察を行っている。

　第５章は、聴覚障害と精神障害をあわせもつ

人の支援において重要となるコミュニケーショ

ンの５つのポイントを提示し、支援の概念モデ

ルを示している。それが図５－２のオリジナル

図であり、著者の主張をわかりやすく伝えてい

る。このオリジナル図こそが、本書の結論に相

当する。

　最後に、終章では本書の要約と本研究の意義

と限界、今後の課題を述べている。

３．本書への疑問点・課題

　文献調査及びインタビュー調査を実施し、そ

の丁寧な分析結果から、聴覚障害と精神障害を

あわせもつ人への支援の概念モデルの提示を著

者が試みたことは高く評価される。そのことを

踏まえつつ、評者が精神保健福祉領域でM-GTA

を用いて研究活動を進めてきたという視点から、

あえて細かいところに着目するが、いくつかの

疑問点や課題を以下に示すことにしたい。

１）研究の質の担保

　研究の質の担保ということを、『聴障者精神

保健福祉研究集会報告書』を内容分析した結果

と、聴覚障害と精神障害をあわせもつ人を支援

している精神保健福祉士（PSW）に対してお

こなった質的調査法で分析した結果との関係か

ら述べてみたい。

　前者は、支援における困難性の内容と構造

を明らかにするために施設職員・ソーシャル

ワーカー・精神科医・ろうあ者相談員・臨床

心理士等138人が執筆した講演・実践報告等に

ついて内容分析法を用いて分析した結果であ

る。後者は、精神保健福祉領域での実践経験の

あるPSWのうち、学会・研究会等でこの研究

領域の実践報告を有し、著者と面識があり、調

査依頼に賛同を得た者を対象に、質的研究法の

一つであるM-GTAを用いて分析した結果であ

る。後者はPSWという限定した対象から得ら

れたデータから導き出した結果であるが、前者

はPSWを含む多様な専門職等が執筆した実践

報告等の分析から導き出した結果である。そ

こで、先行業績が乏しい中で取り組んだ本研究

という性格上、前者のソーシャルワーカー25

人（内訳はMSW・PSWなど）が執筆した実践

報告等と後者でインタビュー調査をおこなっ

たPSW15人には重複が大いにあり得るのでは

ないか。もちろん重複がいけないわけではない

（聴覚障害と精神障害をあわせもつ人へ支援し

ているPSWは僅少であるから、重複はやむを

得ない）。

　そこで、前者の結果が後者の結果に影響を及

ぼしていないかという素朴な疑問がでてくる。

筆者は研究の質の担保としてのスーパービジョ

ンやメンバーチェック、フィードバック等を受

けているが、おそらくこれらは分析結果である
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ストーリーラインや生成した概念・カテゴリー

についてのものであろう。前者の結果との比較

で、研究の質の担保は手つかずではないかと推

測される（もし研究の質の担保がなされている

とすれば、評者の杞憂は瞬く間に解消される。

その節にはご容赦を願いたい）。M-GTAはon 

the dataで分析されるものであるが、分析者

である筆者が前者の結果（この結果を導いたの

も筆者である）に無意識に引っ張られて概念や

カテゴリーを生成してしまうという危険性がな

いともいえない。どのような方法でこの危険性

を回避し、研究の質を担保したという記述が欲

しかったと思うのは評者だけではないだろう。

データの解釈が恣意的ではないかという批判に

たえずさらされているM-GTAに対して、研究

法としての信頼度を高めるための記述は必要で

あろう。もちろんM-GTAを用いて研究を行っ

ている筆者にとっても自戒の念を込めてであ

る。

２）ストーリーライン・結果図

　ストーリーライン・結果についてである。こ

れは、聴覚障害のことをあまり知らないPSW

が聴覚障害と精神障害をあわせもつ人に支援し

ていくなかで対象者を理解するプロセスを示し

たものである。

　《感覚コミュニケーションの探求》と《行動

密着支援》と《特殊性と普遍性の認識》は現

場で働いているPSWにはとてもわかりやすい。

PSWがface-to-faceの支援を展開するなかで

理解しすいコアカテゴリーであるし、評者も納

得できる。

　ただし、この３つのコアカテゴリーから《複

合システムの理解》というコアカテゴリーに至

る理由については若干の疑問が生じる。この理

由はあまり示されていないようにみえる。ソー

シャルワーカーであるPSWとしてはあたり前

の感覚とでもいうべきものかもしれないが、支

援過程のなかで自然発生的に《複合システムの

理解》につながるというわけではないので、こ

のことを明示してくれるとより理解しやすくな

ると思われる。

　たとえば［「たらい回し」を防ぐ］［特別扱い

ではなく必要な配慮］［自分のマジョリティ性の

自覚］という概念があるが、これらがどのよう

に他の聴覚障害・精神障害の支援者につながっ

ていく契機として機能したか、すなわち複合シ

ステムへの認識していくかという支援内容の記

述があるとよりわかりやすくなるだろう。また

考察部分の「支援における複合的支援相互作用

現象」を根拠づけるにも有用ではないだろうか。

　さらに、《感覚コミュニケーション》という

コアカテゴリー生成には11の概念を用いて丁

寧な作業をおこなっているが、《複合システム

の理解》はそれぞれ２つの概念から成る３つの

カテゴリー（計６つの概念）で説明されてい

て（もちろん概念の数だけが問題視されるわけ

ではないが）、抽象度が急に高くなっている分、

《複合システムの理解》が薄い記述になってい

るような印象を受ける（これは評者の印象レベ

ルのものである）。

３）概念・カテゴリー

　生成された概念やカテゴリーについては、関

係の構築・維持などの視点から、いくつかを例

にして疑問点や意見を記してみたい。

　［手話の副次的活用］は、関係を構築するた

めの手段として、支援の初期段階に手話をあえ

て使うことであるが、Ａさんの事例にもあった

ような筆談やFAXなどの手段活用に関する概
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念は生成されなかったのであろうか（言い換え

ればRaw Dataになかったのであろうか）。こ

れらの有効性と限界性から、［手話の副次的活

用］が生じてくるというのが通常ならあり得る

のではないか。そのことが手話をあえて
4 4 4

使うと

いうPSWの意図的な支援行為にも重要な意味

があると思われるからである。

　また初期段階を経て、関係性が構築された

その後の関係性に言及する概念が見あたらない

のも疑問である（大いに関連するのではないか

と思われる概念がある。たとえば［特別扱いで

はなく必要な配慮］や［聞こえる人にとっても

大切］など）。多くのソーシャルワーカーには

関係性の構築が不可欠であるということは常識

的に語られるが、関係性構築はそのまま利用者

との安定した関係を継続できることを意味しな

い。関係性を維持したり、さらなる関係性に移

行したりするための不断の努力をPSWはおこ

なっているだろう。これが【マイノリティへの

配慮】や【聞こえにとらわれない】というカテ

ゴリーに強く影響を及ぼしていくことを提示

してもよかったのではないだろうか。現場の

PSWにとっては常日頃から思い悩む事柄でも

あり、実践に貢献できるものになるだろう。こ

れは支援行為における対象者理解のプロセスと

いう本研究の目的に適うものだと思う。

　また別の視点でみれば、［手話通訳者から学

ぶ］は［手話の副次的活用］と結びつくこと

はないだろうか。支援の初期段階ではないの

で【かかわりの基盤を築く】ではなく、関係性

の維持などのための契機となるという解釈も成

立するのではないだろうか。手話通訳者という

外部をPSWが意図的に取り込んでいくことで、

関係性を維持するような試みをおこなうカテゴ

リーを生成することができると、筆者が支援に

おけるコミュニケーションのポイントとして提

示した「感覚特性の理解と活用により、コミュ

ニケーションを探求すること」と「行動を共に

することで、コミュニケーションを可視化する

こと」とも強く関係してくると思うからである。

４）分析ワークシート

　巻末に概念生成に用いた分析ワークシート

が掲載されている。ここからM-GTA初学者に

とっては分析ワークシートを用いて概念を生成

するコツがよく学べるという点で、おそらく重

要な情報である。分析ワークシートの理論的メ

モ欄に、概念間の関連性・影響性、支援の全体

プロセスを意識した記述が目立つことは本研究

テーマの観点から当然であるが、あえて指摘す

れば、対極例の記述が少ないようにみえる。た

とえば対極例の概念に関する記述が理論的メモ

欄にあると、初学者には継続的比較分析を特徴

とするM-GTAがよく理解できるのでないだろ

うか。

　いずれにせよ、聴覚障害と精神障害をあわせ

もつ人の支援について先駆的・開拓的な研究を

おこなった本書は高く評価されるものである。

筆者が終章で今後の課題を述べているように、

本書の成果をさらに発展させることで、これら

の人への支援をより一部の特殊なものに終わら

せることなく、より一般性を目指した研究を進

めていって欲しいと心から願っている。
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（目的）
第１条　福岡県立大学人間社会学部（以下「本学部」という。）において、学術研究を振興し、研究発
表の機会を保障するために、福岡県立大学人間社会学部紀要（以下「紀要」という。）についての投稿、
編集及び発行に関するこの要項を定める。

（紀要の内容）
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を掲載することができる。また、部会は、本学部教授会の承認を経て、上記以外の記事を掲載
することができる。

（発行の頻度）
第３条　紀要刊行の頻度は、年２回とする。

（投稿者）
第４条　紀要の「論文」の部及び「その他」の部に投稿できる者は、以下各号の者とする。
(1)　本学部専任教員及び本学部専任教員との共同執筆者
(2)　本学部名誉教授及び本学部定年退職教員

（原稿の採択）
第５条　原稿の提出は、部会に対して行う。部会は、第６条の定める基準に従い、原稿を紀要に掲載
する。

２　部会は、原稿を「論文」の部に掲載するか、「その他」の部に掲載するかについて、執筆者に勧告
することができる。

（原稿の分量及び掲載順位）
第６条　原稿の分量は、「論文」の部への投稿の場合は25000字以内、「その他」の部への投稿原稿の
場合は15000字以内をめどとする。また、原稿は、連載にすることができる。

２　掲載の優先順位は、投稿時期の早いものが優先される。ただし、同一の執筆者が、同じ号に同時
に複数の原稿を投稿した場合、部会は、本人の指定する原稿以外のものの優先順位を下位にするこ
とができる。

（使用言語及び分量の計算方法）
第７条　使用言語は、原則として自由とする。
２　外国語の原稿については、日本語の制限字数に見合う分量とする。また、図表については、その
面積に応じた字数に換算する。

（紀要の締切日の公表）
第８条　部会は、投稿の締切日を決定し、公表する。また、部会は、締切日を、十分な日程の余裕を
もって公表しなければならない。

（著作者の権利）
第９条　紀要に投稿される学術論文、報告、研究資料等に関する著作権は、投稿者に帰属する。ただし、
部会又は部会が許諾を与えた者による、紀要の電子化及び電子的手段に伴う行為に対しては、著作
者はあらかじめこれに許諾を与えるものとする。

２　著作者は、部会又は部会が許諾を与えた者による、紀要の電子化及び電子的手段に伴う行為に対
しては、著作者人格権を行使しないものとする。 

（執筆要領）
第10条　原稿の執筆要領は、部会が別に定める。

（改廃）
第11条　この要項の改廃は、部会の審議を経て、本学部教授会が行う。

　　附　則
（施行期日）
１　この要項は、平成18年４月１日から施行する。
２　福岡県立大学人間社会学部紀要要項は、廃止する。

　　附　則
（施行期日）
１　この要項は、平成26年４月16日から施行する。



福岡県立大学人間社会学部紀要　査読要領

（目的）

第１条　本要領は、福岡県立大学人間社会学部紀要要項（以下、「要項」という。）第２条第１号に基づき、

福岡県立大学人間社会学部紀要（以下、「紀要」という。）における査読の方法につき定める。

（査読の対象）

第２条　査読の対象は、紀要の「論文」の部に投稿された原稿とする。

（査読者）

第３条　人間社会学部紀要部会（以下、「部会」という。）は、査読者を選任する。１つの投稿に対し、

２名の査読者をあてる。

２．査読者は、福岡県立大学人間社会学部に所属する教員のうち、同一もしくは近接する研究領域を

専攻する者から選任する。ただし、人間社会学部に所属する教員から査読者が得られない場合、部

会は人間社会学部教員以外の者に査読者となることを依頼することができる。

（匿名性の保持）

第４条　部会は、投稿された原稿の査読を行う過程において、執筆者と査読者双方の匿名性が保持さ

れるよう配慮しなければならない。

（査読手続）

第５条　査読者は、別に定める基準に従って査読を行い、原稿を受け取った日から２週間以内に部会

に結果を報告する。

２．部会は、査読者から提出された結果を検討し、その結果を投稿者に伝える。

３．投稿者は、部会から伝えられた結果をもとに、原稿を修正してその掲載を求めることができる。

その際、査読結果に対して、部会に意見書を提出する。

（掲載の可否）

第６条　部会は、査読者から報告された結果並びに投稿者による修正及び査読結果に対する意見を検

討し、論文掲載の可否を決定する。

２．論文受理日は、部会が論文の掲載を可とした日とする。

３．掲載可となった原稿は校正できる。校正段階における、内容の変更は認めない。校正の日程は、

紀要部会が投稿者に通知する。

４．掲載不可となった論文の投稿者には、文書をもって部会の見解を伝える。投稿者は、その見解を

踏まえて、次号以降の紀要に原稿を再投稿するか、「その他」の部に投稿することができる。

（学外査読者謝礼）

第７条　学外査読者への謝礼は、紀要部会が定める額とする。

（事務）

第８条　査読の事務は、部会にて行う。

（改廃）

第９条　この基準の改廃は、紀要部会において行う。

　　附　則

（施行期日）

本要領は、平成26年４月16日に制定し、同日より施行する。



福岡県立大学人間社会学部紀要　査読基準

１．査読者は、査読した論文が、専門的・学術的に一定の水準に達しているか否かを総合的に判断し、

所定の査読票をもって、「掲載可」、「指摘された問題点が解決されれば掲載可」、「掲載不可」のい

ずれかをもって人間社会学部紀要部会（以下、「部会」という。）に報告する。

２．「掲載不可」「指摘された問題点が解決されれば掲載可」の評価を下す場合には、査読者は、掲載

不可の理由、もしくは修正が必要な箇所およびその理由を、部会に報告しなければならない。

３．２名の査読者の両方が「掲載可」とした場合、部会は当該論文の掲載を行うこととする。

４．２名の査読者の両方、あるいは一方が「掲載不可」、「修正の上掲載可」とした場合、部会は、査

読者からの意見をもとに、投稿者に対して一定期間内に内容・形式・表記などを修正するよう求め

ることとする。

５．投稿者は、一定期間内に、原稿に対して求められた修正を行い部会に提出する。その際、投稿者

は、部会に対して意見書を提出できる。投稿者は、この時点で投稿を取り下げることもできる。

６．部会は、修正された原稿の内容、および投稿者からの意見書をもとに、審議の上、論文掲載の可

否を決定する。必要に応じて、査読者の意見を改めて聴取する。

７．審議の結果、「掲載不可」となった論文の投稿者には、文書をもって部会の見解を通知する。投

稿者は、その見解を踏まえて、次号以降の紀要に原稿を再投稿するか、「その他」の部に掲載する

ことができる。

８．この要領に定めのない事項に関しては、部会が協議して定める。

　　附　則

（施行期日）

本基準は、平成26年４月16日に制定し、同日より施行する。
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